
○田村副議長 次に、徳田議員。

〔徳田議員質問席へ〕

○徳 田議 員 公 明党 の 徳田博 文で す。 令和７ 年３ 月定例 会に 当た

り、 １点 目、Ｃ ＯＣ Ｏ ＬＯプ ラン を受 けての 不登 校支援 の推 進に

つい て、 ２点目 、福 祉 避難所 の運 営に ついて 、以 上大要 ２点 の質

問を させ ていた だき ま す。市 長並 びに 当局の 皆様 の明快 にし て前

向きな御答弁をよろしくお願いします。

ま ず初 めに、 ＣＯ Ｃ ＯＬＯ プラ ンを 受けて の不 登校支 援の 推進

について伺います。

現 在、 全国の 小中 学 校で不 登校 の児 童生徒 数が 急増し 、約 ３４

万 6,０ ０ ０ 人 と な る 中 、 文 部 科 学 省 は 令 和５ 年３ 月３１ 日に 、誰

一人 取り 残され ない 学 びの保 障を 社会 全体で 実現 してい くと のＣ

ＯＣ ＯＬ Ｏプラ ンを 発 表しま した 。ま た、プ ラン 実現に は、 行政

だけ では なく、 学校 、 地域社 会、 各家 庭、Ｎ ＰＯ 、フリ ース クー

ル関 係者 等が相 互に 理 解や連 携を しな がら、 子ど もたち のた めに

それ ぞれ の持ち 場で 取 組を進 める こと が必要 とさ れてい ます 。多

様な 取組 が子ど もた ち にとっ て効 果的 に推進 され ていく こと を心

から願いつつ、以下質問をいたします。

そ こで 、まず お聞 き します 。最 初の 質問で すが 、不登 校児 童生

徒に つい てのコ ロナ 禍 前から の推 移と その認 識に ついて 伺い ます。

まず 最初 に、不 登校 児 童生徒 につ いて のコロ ナ禍 前から の推 移に

ついて伺います。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 コロ ナ 前とコ ロナ 後の 不登校 児童 生徒数 の変 化に

つい てで ござい ます が 、コロ ナ前 の平 成３０ 年度 とコロ ナ後 の令



和５ 年度 を比較 しま す と、小 学校 では ６２名 から １７１ 名で 約 2.

８ 倍 、 中 学 校 で は ９ ５ 名 か ら ２ ３ ８ 名 で約 2.５ 倍 に 増 加 し て お り

ま す 。 小 中 学 校 合 わ せ まして ４０ ０名 を超え る児 童生徒 が不 登校

となっておりまして、大変憂慮する状況でございます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 御 答弁 あ りがと うご ざい ます。 やは りコロ ナ禍 前か

ら不 登校 の増加 の原 因 があっ たも のに 加えま して 、その 予兆 があ

って 、コ ロナが きっ か けにな って ぐっ と伸び たと いうの が現 状な

のか とい うふう に思 っ ており ます 。全 国的に 児童 生徒数 が減 って

いる 中、 不登校 者数 が 増えて いる とい うのは 、本 当に危 惧す ると

ころです。

私 が思 います のは 、 学校ま たは 教育 委員会 にお いては 、魅 力あ

る学 校づ くりの ため 、 これま でも 努力 が重ね られ てきた こと は当

然承 知を してお りま す 。一方 で、 不登 校の児 童生 徒数の 増加 につ

いて は、 子ども たち の 実態と 、そ して また学 校と の間に マッ チン

グし てい ない部 分が 存 在する ので はな いかと 思い ます。 また 、そ

の背 景に あるも のを 探 し出し てい かな いとい けな い、そ のよ うに

考えるところでございます。

次 に、 ＣＯＣ ＯＬ Ｏ プラン のタ イト ルは、 誰一 人残さ れな い学

びの 保障 に向け た不 登 校対策 とい う形 になっ てお ります 。し かし

なが ら、 本市に おい て も、実 際に は不 登校の 児童 生徒が 右肩 上が

りに 増加 してい る現 状 でござ いま す。 この増 加の 理由に つい て、

学校 教育 として はど の ように 把握 して いらっ しゃ るのか 、ま たど

のような認識かをお聞きします。

○田村副議長 浦林教育長。



○浦 林教 育長 不登 校 児童生 徒の 増加 の理由 につ いての 見解 をと

のこ とで ござい ます 。 まず、 不登 校の 主たる 要因 としま して は、

小中 学校 ともに 無気 力 、不安 など の本 人に係 る状 況が多 いと いう

ふう に認 識をし てお り ます。 しか しな がら、 不登 校の要 因は 一つ

では なく 、様々 な要 因 が複雑 に絡 み合 うこと に加 えまし て、 時間

がたつことで変化していくような状況もございます。

ま た、 こうし たこ と に加え まし て、 コロナ 禍に おいて 学校 生活

での 様々 な制限 があ る 中で交 友関 係を 築くこ とが 難しか った こと

など 、子 どもた ちに と って登 校す る意 欲が湧 きに くい状 況に あっ

たこ とで すとか 、社 会 全体の 学校 を休 むこと に対 する捉 え方 や考

え方 の変 容など も増 加 の要因 の一 つで あると いう ふうに 考え てお

ります。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど の 御答弁 では 、生 活状況 、学 習状況 、本 人の

気持 ちと か、そ うい っ たもの が幾 重に も複雑 に絡 み合っ て学 校に

顔を 見せ なくな って い るケー スが 多く を占め てい るので はな いか、

その よう な認識 をお 持 ちであ ると いう ことは 理解 させて いた だき

ました。

実 は、 ＣＯＣ ＯＬ Ｏ プラン を発 表し たとき の不 登校の 現状 とい

うデ ータ がここ にあ る わけで ござ いま すけど も、 中学校 のほ うに

関し ては 、不登 校傾 向 の生徒 が不 登校 の生徒 の３ 倍とい う調 査結

果も ある ようで ござ い ます。 中学 校に 入学し て急 激に増 えた りと

か、 コロ ナ禍で 出席 扱 いが急 増し たこ とで不 登校 が増え てし まっ

たと いう ことも ある よ うでご ざい ます 。これ から の取り 組み 方が

皆さ んと 力合わ せて 連 携を取 りな がら という こと になる と思 いま



す。

次 の質 問をさ せて い ただき ます 。Ｃ ＯＣＯ ＬＯ プラン を受 けて

の今 後の 取組に つい て 伺いま す。 不登 校の子 ども を支援 して いく

上で 、そ の保護 者を 支 援して いく こと は大変 重要 であり 、不 登校

の子 ども の保護 者の 会 は非常 に重 要な 役割を 果た してい ます 。し

かし 、現 状では 意欲 あ る保護 者が 自主 的に設 置し ている ため 、保

護者 の会 の設置 は地 域 によっ て状 況が 様々で あり ます。 そう いっ

た状 況を 受けて 、今 回 のＣＯ ＣＯ ＬＯ プラン では スクー ルカ ウン

セラ ーや スクー ルソ ー シャル ワー カー が関係 機関 等と連 携し て保

護者を支援すると明記をされています。

そ こで 、本市 にお い ても教 育委 員会 が不登 校の 子ども の保 護者

であ れば 誰でも 自由 に 参加で きる 保護 者の会 を設 置し、 そこ にス

クー ルカ ウンセ ラー や スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ーをコ ーデ ィネ

ータ ー役 として 派遣 し 、不登 校の 子ど もの保 護者 を支援 して いく

ことが必要だと考えますが、本市の見解を伺います。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 不登 校 の子ど もの 保護 者への 支援 の必要 性に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。不 登校 児童 生徒の 保護 者への 支援 は、

議員 もお っしゃ いま し たけど 、大 変重 要なこ とで あると 私ど もも

認識 をし ており ます 。 また、 そう いっ た方に スク ールカ ウン セラ

ーや スク ールソ ーシ ャ ルワー カー など 専門性 の高 い方が 関わ るこ

とも重要なことというふうに考えております。

本 市の 相談体 制に つ いて一 部紹 介さ せてい ただ きます と、 例え

ばこ ども 総合相 談窓 口 にお問 合せ をい ただい た場 合は、 しっ かり

とお 話を 伺った 上で 、 そこか ら相 談内 容に応 じて こども 相談 課や



学校 教育 課、そ こか ら またス クー ルソ ーシャ ルワ ーカー 等に つな

いでいくこととしております。

ま た、 学校の ほう に 御相談 いた だい た場合 は、 まずは 教職 員が

対応 する ことに なり ま すが、 必要 に応 じまし てス クール ソー シャ

ルワ ーカ ー、ス クー ル カウン セラ ー等 と連携 しな がら支 援を 進め

ていくこととなります。

議 員の おっし ゃる 保 護者の 会と いう ような 形は 本市で は取 って

おり ませ んけれ ども 、 個別の 相談 体制 は先ほ ど申 し上げ たよ うに

整っ てき ており ます の で、今 後は 総合 相談窓 口の さらな る周 知の

ほか 、不 登校児 童生 徒 の保護 者支 援に ついて さら なる充 実を 図っ

ていきたいというふうに考えております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 あ りが と うござ いま す。 今お話 にご ざいま した スク

ール ソー シャル ワー カ ー、こ のス クー ルソー シャ ルワー カー とい

うの は、 文科省 の定 義 でも福 祉の 専門 家だと いう ことで あり ます

ので 、非 常に多 岐に わ たる問 題を 福祉 の専門 家が 見て解 決に 導い

てい ただ きたい 、そ の ように 思い ます 。具体 的に 解決の 道が すぐ

に出 てこ ないと いう こ とを、 こう いっ た方々 と連 携をし っか り取

りながらやっていただければと思います。

ま た、 悩んで いる 保 護者が こう いっ た家庭 の具 体のこ とは なか

なか よそ 様とい いま す か、他 人に は言 えない と思 います ので 、相

談す る際 に相談 者の 匿 名性の 確保 とい うのは すご く重要 なこ とだ

と思うんですね。

そ こで 、匿名 性の 確 保とい うの は実 行され てい るのか され てい

ない のか 、され てい る という ので あれ ば、ど のよ うな形 で具 体的



にや って いるの かと い うとこ ろを お聞 かせい ただ けます でし ょう

か。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 相談 内 容の秘 密の 保持 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。相 談業務 にお き まして 、相 談内 容は厳 しく 秘密を 守ら なけ

れば なら ないも ので あ りまし て、 情報 の取扱 いは しっか りと 行っ

ております。

こ うし た中、 相談 内 容を受 け、 学校 と協力 して 対応す る必 要が

ある 場合 には、 保護 者 の同意 を得 て情 報共有 を行 いなが ら取 り組

んでいくこととしております。

教 育委 員会と しま し てもこ ども 総本 部とし まし ても、 情報 の取

扱い には 最大限 の注 意 を払っ て相 談業 務に従 事し ており ます ので、

何か お力 になれ るこ と があれ ば、 安心 してい つで も御相 談い ただ

ければというふうに思います。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 繰 り返 し になり ます けど も、多 分他 人には なか なか

言え ない ことも 多い と 思いま す。 どこ かで相 談内 容を受 け止 めて

もら える 、その よう な 安心感 をつ くっ ていた だけ ればと 、こ のよ

うに思うところでございます。

次 に、 ＣＯＣ ＯＬ Ｏ プラン を受 けて の今後 の本 市での 取組 につ

いて伺います。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ＣＯ Ｃ ＯＬＯ プラ ンを 受けて の今 後の本 市の 取組

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 本市 の不登 校対 策とし まし ては、

例え ば校 内サポ ート 教 室、こ れに つき まして は令 和３年 以降 、配



置、 拡大 を行っ てお り ますし 、教 育支 援セン ター ぷらっ とホ ーム

は令 和４ 年８月 に開 所 以降、 支援 員の 増加や 設備 の整備 を進 めて

きて おり ます。 また 、 スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ー、こ れは 歴史

が深 くあ りまし て、 も う１０ 年以 上配 置を行 って おりま すし 、そ

れか ら今 年度現 在で は １０名 にま で増 員して 、支 援の幅 を広 げて

きて おり ます。 この よ うに、 本市 では 以前か ら不 登校対 策と いう

もの を大 きな課 題と 捉 えてお りま して 、子ど もた ちの受 皿と なる

体制の充実に努めてきました。

こ うし た中、 令和 ５ 年３月 に先 ほど から議 員が 御指摘 のＣ ＯＣ

ＯＬ Ｏプ ランが 示さ れ たわけ です けれ ども、 その 内容を 見せ てい

ただ きま すと、 その 方 向性と か考 え方 という こと は本市 が進 めて

きた これ までの 不登 校 対策と おお むね 同様の 方向 だなと いう ふう

な感覚を持っております。

今 後の 取組に つき ま しては 、Ｃ ＯＣ ＯＬＯ プラ ンで示 され たも

のの うち 、既に 本市 の 取組と して 定着 してお りま す教育 支援 セン

ター や校 内サポ ート 教 室にお きま して は活動 内容 のさら なる 充実

を図 って いきた いと 思 ってお りま すし 、それ から スクー ルソ ーシ

ャル ワー カーに つき ま しては 一層 の活 用に努 めて いきた いと いう

ふうに考えております。

一 方で 、具体 的な 形 として 着手 でき ていな いも のにつ きま して

は、 プラ ンの趣 旨に 沿 ったよ うな 、そ れに見 合う ような 取組 を本

市の 状況 に合う 形で 進 めてい きた いと いうふ うに 考えて おり ます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 次 に、 ス ペシャ ルサ ポー トルー ム等 の設置 状況 と今

後の 取組 につい て伺 い ます。 不登 校の 児童生 徒は 一人一 人の 状況



が大 きく 異なり 、丁 寧 な指導 を行 う必 要があ るた め、多 様な 学び

の場 の確 保や指 導体 制 を整備 する こと が重要 です 。最前 から 説明

させ てい ただい てお り ますけ ど、 ＣＯ ＣＯＬ Ｏプ ランで は校 内教

育セ ンタ ー、い わゆ る スペシ ャル サポ ートル ーム 等の設 置促 進と

とも に、 １人１ 台端 末 を活用 して 学校 での授 業を 自宅や スペ シャ

ルサ ポー トルー ム等 、 また教 育支 援セ ンター 、こ れは自 治体 が設

置す るも のでご ざい ま すけど も、 それ らに配 信し 、オン ライ ン指

導やテスト等も受けられるようにすると明記されております。

そ こで 、教室 に行 き づらく なっ た児 童生徒 が学 校内で 落ち 着い

て学 習で きる環 境、 い わゆる スペ シャ ルサポ ート ルーム 等を 本市

の全 ての 小中学 校に 設 置する 必要 があ ると思 われ るとこ ろで すが、

現在の設置状況と今後の取組について伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ス ペシ ャルサ ポー トルー ムの 現在

の設 置状 況と今 後の 取 組につ いて のお 尋ねで ござ います が、 スペ

シャ ルサ ポート ルー ム につき まし ては 、本市 にお きまし ては 校内

サポ ート 教室と 呼ん で おりま す。 この 校内サ ポー ト教室 につ きま

して は、 県費、 市費 合 わせて 、令 和６ 年度に おき まして は小 学校

で２校、中学校で９校設置しているところでございます。

我 々と いたし まし て も、必 要な 学校 にはさ らに 設置を して いき

たい と考 えてい ると こ ろでご ざい ます けれど も、 昨今の 教師 不足

等に より まして 支援 員 の確保 に非 常に 苦慮し てお りまし て、 思う

ように進めることができない状況にございます。

議 員御 指摘の とお り 、校内 サポ ート 教室は 子ど もたち の学 びの

選択 肢の 一つと して 機 能して おり まし て、引 き続 き県と も連 携し



ながらさらなる充実強化に努めてまいりたいと考えております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 要 は、 学 校の学 びに アク セスが でき なくな って しま

った 子ど もたち に学 び をどう やっ てア クセス させ るかと いう こと

が一 番本 質的な 問題 だ と、そ のよ うに 思うと ころ でござ いま す。

こう いう ところ も含 め て、い わゆ る多 様な学 びの 体制整 備で すね、

こう いっ たもの を進 め ていた だく こと と、も う一 つはオ ンラ イン

で行 うと なると 学び の 最適化 がす ごく 大事な こと だと、 その よう

に思うわけでございます。

そ こで 、個別 の学 び の最適 化と いう ところ まで 持って いけ るか

どう かと いうと ころ を 考えて いた だき たいと 思い ますが 、現 状に

ついてお聞かせください。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 個 別の 学びの 最適 化、多 様な 学び

の場 の確 保のこ とに つ いての お尋 ねか と思い ます が、我 々と いた

しま して は、全 ての 子 どもた ちが 何ら かの学 びの 場につ なが って

いる と、 そうい う状 況 を保障 した いと いう、 そう いう思 いを 強く

持っ てお るとこ ろで ご ざいま す。 その 実現の ため に取組 を進 めて

きております。

個 別の 学びの 最適 化 につき まし ては 、ＣＯ ＣＯ ＬＯプ ラン にも

ござ いま すよう に、 不 登校児 童生 徒の 多様な 学び の場と いう 点で

本市 の取 組を紹 介さ せ ていた だき ます と、ま ず教 育支援 セン ター

ぷら っと ホーム 、そ れ から先 ほど 紹介 いたし まし た校内 サポ ート

教室 、そ れから 適応 指 導教室 等が 上げ られま す。 また、 その ほか

の取 組と いたし まし て 、ＩＣ Ｔを 活用 して行 う自 宅学習 支援 、そ



れか ら自 宅や校 内サ ポ ート教 室で のオ ンライ ンに よる授 業配 信、

それ から ｅラー ニン グ 教材に よる ドリ ル学習 、そ のほか フリ ース

クー ル利 用者へ の通 所 費の補 助な ども 行って きて るとこ ろで ござ

いま す。 こうし た取 組 を充実 させ るこ とが子 ども たちの 個別 の学

びを 保障 するこ とに つ ながる と考 えて おりま して 、本市 とい たし

まし ても でき得 る限 り の支援 を行 って まいり たい と考え てお りま

す。以上です。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど 御 答弁に もご ざい ました よう に、人 材、 予算

の問 題、 設備の 問題 、 そうい った 現実 的なハ ード ルがた くさ んあ

ると 思い ますけ れど も 、いろ んな 財政 措置の 状況 をしっ かり 確認

して いた だきな がら 取 組を進 めて いた だきた い、 一歩で も二 歩で

も前 に取 組を進 めて い ただき たい 、そ のよう に思 います ので 、よ

ろしくお願いします。

次 に、 オンラ イン 指 導でき る指 導体 制の確 立に ついて の現 状と

今後 の取 組につ いて 伺 います 。学 校の 授業を 不登 校の子 ども の自

宅や 校内 のスペ シャ ル サポー トル ーム 等、ま た自 治体設 置の 教育

支援 セン ターに 配信 し 、オン ライ ン指 導でき る指 導体制 を確 立す

べき であ ると、 その よ うに思 いま すが 、その 現状 と取組 につ いて

伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 オ ンラ イン指 導の できる 体制 の現

状、 取組 につい ての お 尋ねで ござ いま すが、 現在 、授業 の配 信に

つき まし ては、 自宅 や 校内サ ポー ト教 室、教 育支 援セン ター にお

いて 実施 可能な 体制 を 今既に 整え てい るとこ ろで ござい ます 。ま



た、 これ までに も、 自 宅や校 内サ ポー ト教室 にお きまし て自 分が

所属 する 学級の 授業 を 視聴、 また は参 加する 、そ ういう 取組 も行

ってきているところでございます。

し かし ながら 、実 態 といた しま して は、全 ての 子ども たち がつ

なが って るわけ では な いとい うの が現 状でご ざい ますの で、 不登

校児 童生 徒に対 しま し てはオ ンラ イン での授 業配 信も含 めた 様々

な選 択肢 を繰り 返し 提 示させ てい ただ きなが ら、 全ての 子ど もた

ちが 安心 して学 べる と いう場 を見 つけ ること がで きるま で粘 り強

く働きかけを続けてまいりたいと考えております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 こ こで も 人の問 題、 お金 の問題 、設 備の問 題、 こう

いっ たハ ードル が多 分 あると 、そ のよ うに思 いま すので 、そ の一

つ一 つを クリア しな が ら前に 進め てい ただけ れば と、そ のよ うに

思うところです。どうかよろしくお願いいたします。

自 宅等 におけ る学 び の成績 への 反映 につい ての 現状と 今後 の取

組に つい て伺い ます 。 今回こ の質 問を しまし たの は、市 民の 方か

ら、 自宅 やスペ シャ ル サポー トル ーム 、教育 支援 センタ ー等 、不

登校 の生 徒の多 様な 学 びの場 が拡 大し ている 、米 子市も そう いう

状況 でご ざいま すけ ど も、そ うい った 学びが 学習 成果と して 評価

され てい ないた めに 、 調査書 、い わゆ る内申 書の 成績が つか ず、

不登 校の 生徒の 高校 進 学の選 択が 制限 されて いる のでは ない かと

いうような相談があったからでございます。

不 登校 の生徒 の高 校 進学を 支援 する ために 、多 様な学 びの 場、

先ほ ど申 し上げ まし た 自宅、 スペ シャ ルサポ ート ルーム や教 育支

援セ ンタ ー等で の学 習 の成果 につ いて 、生徒 の状 況を踏 まえ つつ、



一定 の条 件の下 で成 績 評価を 行う こと を努力 義務 化する こと が必

要で ある との有 識者 の 意見を 受け 、Ｃ ＯＣＯ ＬＯ プラン では 自宅

やス ペシ ャルサ ポー ト ルーム 等、 また 教育支 援セ ンター での 学び

の結 果が 成績に 反映 す るよう にす ると 明記さ れて いると ころ でご

ざいます。

そ こで 、ＣＯ ＣＯ Ｌ Ｏプラ ンで 示さ れたよ うに 不登校 の生 徒の

高校 進学 を支援 する た め、自 宅や スペ シャル サポ ートル ーム 、教

育支 援セ ンター での 学 びを確 実に 学校 での成 績に 反映さ せる こと

が重 要で ある、 その よ うに思 うわ けで ござい ます が、本 市の 中学

校における現在の状況と今後の取組について伺います。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 不登 校 児童生 徒の 成績 評価に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。成績 は全 て の子ど もた ちに とって 大変 重要な もの でご

ざい ます 。当然 、慎 重 で、し かも 丁寧 に当た らな ければ なら ない

というふうに考えております。

こ のこ とは、 議員 が 今御指 摘の 自宅 の学習 、あ るいは 校内 サポ

ート 教室 での学 習、 こ ういっ たも のに 対する 成績 評価に つい ても

同様 でご ざいま す。 ま た、こ のこ とは 文部科 学省 の通知 のほ うか

ら 、 「 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援 の 在 り 方 に つ い て 」 で す と か 、

「不 登校 児童生 徒が 欠 席中に 行っ た学 習の成 果に 係る成 績評 価に

ついて」におきましても示されているものでございます。

本 市と しまし ては 、 今後も 学び 方で すとか その 場所を 問わ ず、

子ど もた ちにと って 学 習した 成果 が正 当に評 価さ れたと 感じ られ

る、 そし てその 評価 に よって 成長 が促 される よう な営み とな るよ

うに努めていきたいというふうに考えております。



こ れま で述べ てき ま した通 知の 内容 につき まし ては、 これ まで

も各 学校 に対し て指 導 してお りま すが 、近年 、先 ほどか ら述 べて

おり ます ように 新し い 選択肢 とし ての 学びの 場を 設置し たり です

とか 新た な学び の方 法 とかも 示し てき たりし てお ります ので 、評

価の 場が これま で以 上 に多様 化し てい るとい うこ とがあ ると いう

ふうに思っております。

こ うし たこと を受 け まして 、全 ての 学びが 引き 続き適 正に 評価

され るよ う、各 学校 に 指導し てい きた いとい うふ うに考 えて おり

ます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 最 後に 教 育長の ほう から 、各学 校に 対して 指導 を図

って いき たいと いう 答 弁がご ざい まし た。ぜ ひと もこの 点、 ひと

つよろしくお願いいたします。

こ れは 国と県 との 連 携がし っか り必 要にな って くるこ とで ござ

いま す。 子ども の学 び の保障 をし っか りして あげ るとい うこ とは、

社会 に自 立して 羽ば た いてい く、 社会 に必要 な一 人一人 にな って

いく ため に極め て大 事 なこと だと 、そ のよう に思 います ので 、重

ねてよろしくお願いいたします。

Ｃ ＯＣ ＯＬＯ プラ ン もそう です けれ ども、 また 市内の 不登 校児

童 生 徒 の 増 加 、 ま た 環 境 の 複 雑 化 、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 問 題 等 、

様々 あっ たりと かし ま して、 生活 に追 い込ま れる という こと の切

なさというか、そういったものを感じるところでございます。

こ の項 、最後 の質 問 になり ます 。最 後に、 ＣＯ ＣＯＬ Ｏプ ラン

を受 けて 、米子 市と し て米子 市の 子ど もたち を社 会にど う大 きく

羽ば たか せてい ける こ とがで きる のか という こと につい ての 見解



を教育長に伺いたいと思います。よろしくお願いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 米子 市 の子ど もた ちを 社会に どう 羽ばた かせ てい

くの かの 見解で ござ い ます。 私、 着任 以来、 モッ トーを 米子 市の

全て の子 どもを 最大 限 成長さ せる とい うこと で努 めてま いり まし

た。 そう した中 で、 子 どもた ちが 自信 を持つ とか 挑戦す る心 を持

つ、 そし て粘り 強さ な どをし っか り持 って、 先ほ ど議員 おっ しゃ

った よう に将来 社会 の 中で大 きく 羽ば たいて いっ てほし いと いう

願いを持っております。

そ のた めにい ろい ろ な教育 施策 を展 開して いる ところ でご ざい

ます けれ ども、 先ほ ど 述べま した よう な力を 身に つける には 、や

はり 一人 一人の 子ど も に非常 に適 切な 支援と いう のを行 って いく

こと が一 番大事 だと 思 ってお りま す。 ですか ら、 どのよ うに 支援

する かと いうこ とは 着 任以来 ずっ と教 職員の 研修 に位置 づけ て、

ここまでやってまいりました。

そ うし た中、 議員 が 今日話 題に 取り 上げて くだ さいま した 不登

校児 童生 徒とい うの は 、ほか の子 ども たちも そう なんで すけ ども、

それ より もどち らか と いうと 自分 に自 信がな かっ たりと か前 に進

むた めの エネル ギー と いうの を自 分の 中で生 み出 しにく かっ たり

する 子ど もさん もあ る という ふう な傾 向を持 って おりま す。 です

から 、今 日話題 にし て くださ いま した ＣＯＣ ＯＬ Ｏプラ ンで も示

して おり ますけ れど も 、そう いっ た子 どもさ んに はより 手厚 く、

そし て数 多く、 そし て 継続し た支 援、 こうい った ものが 必要 だと

いう ふう に考え てお り まして 、こ のこ とは今 私ど もの最 も大 きな

教育課題の一つというふうな認識を持っております。



今 後も 一人一 人と し っかり と向 き合 って、 適切 で必要 な支 援を

重ね てい くこと で、 米 子市の 全て の子 どもた ちが 自分の 力で 未来

に羽 ばた いてい く、 世 界に羽 ばた いて いく、 そう いった 力を 身に

つけ るこ とがで きる よ う、私 とし ても 最大限 努力 してい きた いと

いうふうに考えております。以上でございます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 教 育長 、 本当に 力強 いお 言葉、 あり がとう ござ いま

す。 子ど もたち の学 び と期待 と成 長の 足跡が しっ かりと 保護 者の

皆さ ん、 学校関 係者 の 皆さん が子 ども と一緒 にな って実 感で きる

学び の実 現を心 から 要 望いた しま して 、１点 目の 質問を 終わ らせ

ていただきます。

次に、大要２点目、福祉避難所の運営について伺います。

福 祉避 難所は 、阪 神 大震災 で要 援護 者が避 難所 生活の 中で 相次

いで 亡く なった こと を 教訓に 、１ ９９ ７年に 制定 された もの です。

福祉 避難 所は、 市町 村 が主に 民間 の介 護保険 施設 、障害 者福 祉事

業所 等と 協定を 結び 指 定する もの とし て、福 祉避 難所の 設置 運営

に関 する ガイド ライ ン が作成 され まし た。し かし ながら 、東 日本

大震 災の ときも 福祉 避 難所の 周知 はさ れてい たの ですが 、実 際に

は避 難所 に避難 され た 方は約 １２ ％程 度にと どま ってお りま して、

福祉 避難 所への 避難 は ほとん どな かっ たと、 その ような 状況 だっ

たようでございます。

今 、仮 に災害 が起 き ました ら、 障が いのあ る方 も健常 者も 同じ

スタ ート ライン から 避 難しな けれ ばな りませ ん。 実際に 本市 では、

福祉 避難 所を利 用す る には一 旦地 域の 一時避 難所 まで行 かな くて

はな らな いとい うの が 現実で ござ いま す。そ の後 、福祉 避難 所に



避難 する わけで すが 、 自力で 避難 所に 行ける 人は ほとん どい ない

と、 その ように 思い ま す。ま た、 避難 所での 生活 介助を して いた

だく 方、 健康チ ェッ ク を行う 看護 師や 保健師 の方 にも一 緒に 移動

して もら わなけ れば な りませ ん。 この ように 課題 はたく さん ある

わけでございます。

私 は、 重い障 がい を お持ち のお 子さ んのお 母さ ん方か ら多 くの

声を 聞き ました 。そ ん な中で 一番 望む のは、 障が い者の 特性 を考

慮し 、避 難する 際は 最 初から 福祉 避難 所に避 難す ること はで きな

いも ので しょう かと い うお声 でし た。 これに 対し て市当 局か らは、

指定 福祉 避難所 とし て 公表さ れる と受 入れを 想定 してい ない 被災

者の 避難 により 福祉 避 難所と して の対 応に支 障を 生ずる 懸念 があ

るた め、 指定福 祉避 難 所とし ての 福祉 避難所 の確 保が進 んで いま

せんとの回答でございました。

そ こで 、まず お聞 き します 。現 在提 携して いる 福祉避 難所 の受

入れ計画について伺います。

○田村副議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 福 祉避難 所に つき まして は、 現在高 齢者 施設

が１ ３施 設、障 がい 者 施設４ 施設 の合 計１７ 施設 と協定 を結 んで

おり まし て、令 和６ 年 １２月 １日 現在 、高齢 者施 設で３ ０５ 名、

障が い者 施設で １１ ０ 名の計 ４１ ５名 の受入 れが 可能で ござ いま

す。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 そ うし ま すと、 先ほ ど伺 いまし た福 祉避難 所の 運用

について、具体的にお聞かせください。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 福祉避 難所 の運 用につ いて のお尋 ねで ござ

いま すが 、まず 指定 避 難所に 避難 され た方の うち 、避難 所の 生活

にお いて 特別な 配慮 を 要する 方を 市職 員等が 聞き 取り等 によ り状

況把 握を 行うこ とと し ており ます 。状 況把握 を基 に福祉 避難 所で

の生 活が 必要と 判断 し た場合 、事 前に 福祉避 難所 開設の ため の協

定を 締結 してい る社 会 福祉法 人等 と速 やかに 調整 をいた しま して、

二次 避難 所とし て市 職 員の初 動要 員が 福祉避 難所 を開設 いた しま

す。 対象 者の移 動に つ いては 、可 能な 限り介 助者 によっ て行 って

いた だく ことと して お ります が、 困難 である 場合 、市職 員に よる

移送等を想定しているところでございます。

福 祉避 難所は 、協 定 を締結 した 社会 福祉法 人等 の空き スペ ース

を利 用す ること とし て おりま して 、避 難所に 専門 の医療 機器 及び

福祉 機材 等は整 備さ れ ていな いた め、 避難生 活は 御家族 など の介

助者の同伴を想定しているところでございます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 近 年の 豪 雨災害 等に おけ る要支 援者 の逃げ 遅れ に際

しま して 、国の 福祉 避 難所の 確保 ・運 営ガイ ドラ インと いっ たも

のが 改定 されま した 。 この中 身と しま しては 、優 先度の 高い 要支

援者 の個 別避難 計画 の 策定、 福祉 避難 所への 受入 れ対象 者の 特定

など 、福 祉避難 所に 求 められ る姿 が従 来より 変化 してき てお りま

す。 こう した変 化に 対 応し、 災害 時の 避難支 援等 をさら に実 効性

のあ るも のにす るた め の取組 とい うの は、こ れか らどう され てい

くのか伺います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 支 援の 必 要な方 に確 実に 避難を して いただ くた めに



現在 個別 避難計 画の 策 定を行 って おり まして 、令 和７年 度中 には

完了 に向 けて引 き続 き 推進を 図っ てい きたい 、そ のよう に考 えて

おります。

ま た、 福祉避 難所 の 適切な 運営 に向 けまし て、 開設・ 移送 訓練

によ りま して課 題の 抽 出を行 い、 開設 の円滑 化を 図って いき たい

と考えております。

ま た、 福祉避 難所 に つきま して は、 一般の 避難 所での 生活 が困

難な 方が 対象と なり ま す二次 避難 先で ありま すた め、一 般避 難所

の環 境改 善も重 要で あ ると考 えて おり まして 、要 配慮者 スペ ース

の確 保で すとか 簡易 ベ ッドや パー ティ ション など の資機 材の 整備

の充実を引き続き推進をしてまいりたいと考えております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 次 に、 福 祉避難 所の 人的 な確保 と配 置につ いて 伺い

ます 。以 前、市 当局 に 福祉避 難所 の人 的な確 保と 配置に つい てお

伺い しま したと ころ 、 関係機 関と 協議 する中 で看 護師や 災害 ボラ

ンテ ィア の協力 を得 な がらサ ポー トの 体制を 整備 すると のこ とで

ございました。現在の状況についてお聞かせください。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉避 難所 の人 的な確 保と 配置に つい てで

ござ いま すが、 初動 の 開設要 員及 び運 営要員 とし まして 、市 の職

員を １か 所当た り複 数 名配置 する 予定 として おり ます。 その 後、

災害 の規 模や被 災状 況 に応じ まし て保 健師な どの 市の職 員の 増員

や災害ボランティアの派遣要請などを行うこととしております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 次 に、 サ ポート 体制 づく りの現 在の 進捗状 況に つい



て、具体的に伺います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 進捗状 況に つい てでご ざい ますが 、協 定締

結先 の事 業所を 定期 的 に訪問 いた しま して、 福祉 避難所 とな るス

ペー ス、 有事の 際の 対 応を確 認を いた しまし て、 避難が あっ た際

に必 要と 思われ る物 品 を話し 合う など 、各事 業所 の状況 把握 に努

めているところでございます。

ま た、 指定避 難所 か らの要 配慮 者の 移送、 福祉 避難所 開設 など

の訓 練を 年に１ 回程 度 行って おり まし て、関 係者 ととも に訓 練の

振り 返り を行う こと で 課題及 び課 題解 決の方 策に ついて 共通 認識

を図るなどの取組を行っているところでございます。

例 えば 令和５ 年度 の 訓練に おき まし ては、 課題 の一つ に段 ボー

ルベ ッド の組立 てに 時 間を要 した こと 、また 平常 時にお いて 備蓄

スペ ース に課題 があ っ たこと など から 、簡易 ベッ ドを備 蓄す るこ

ととしたところでございます。

今 後も 訓練等 を重 ね ること で、 災害 時にお ける 福祉避 難所 の円

滑な 開設 及び運 営が で きる体 制を 構築 してい きた いと考 えて おり

ます。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど 部 長のほ うか らは 、年に １回 程度福 祉避 難所

開設 の訓 練を行 って る と、そ こで 見え てきた 課題 及び課 題解 決の

方策 につ いて共 通認 識 を図っ て、 改善 に向け た取 組をや って ると

いう 御答 弁がご ざい ま した。 やは りこ のサポ ート の体制 づく りが

福祉 避難 所が実 効性 の あるも のと して 動かせ るか 否かの 最も 重要

な点 であ る、そ のよ う に私は 思う とこ ろでご ざい ます。 ぜひ 取組



のほうを進めていただくよう、よろしくお願いいたします。

次 に、 指定福 祉避 難 所への 直接 避難 の促進 につ いて伺 いま す。

この 指定 福祉避 難所 に 直接避 難す ると いう考 え方 は、令 和元 年の

台風 １９ 号を踏 まえ た 上で、 高齢 者、 障がい 者等 の避難 の在 り方

につ いて 令和２ 年１ ２ 月に国 で最 終的 にまと めら れたも ので ござ

います。

そ こで 、国が 福祉 避 難所の 確保 ・運 営ガイ ドラ インを 改定 いた

しま した 。実際 、直 接 避難と なる と、 多くの 課題 が出て くる と思

いま す。 先ほど 市長 か らは、 福祉 避難 所を利 用す る必要 性の 高い

要支 援者 に対し ては 、 福祉避 難所 の体 制が整 った 上で直 接避 難で

きる よう 検討し てま い りたい とい った 趣旨の 御答 弁がご ざい まし

た。 まず 個別避 難計 画 を立て るこ とが 第一歩 だと 、その よう に思

うと ころ ではご ざい ま すが、 市と して まずど のよ うなこ とか ら始

めていただけるのでしょうか、具体的にお聞かせください。

○田村副議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 支 援が必 要な 方の 避難に つい てでご ざい ます

けれ ども 、現在 本市 で は、協 定に 基づ く福祉 避難 所への 二次 避難

とい うの を基本 とし て おりま す。 一方 で、現 在取 組を進 めて おり

ます 、今 御質問 にも ご ざいま した けれ ども、 個別 避難計 画の 策定

事業 では 日頃か ら利 用 してい る施 設へ の避難 体制 の構築 を図 って

おり まし て、必 要に 応 じて福 祉施 設へ の直接 避難 ができ る仕 組み

を整えているところでございます。

今 後、 個別避 難計 画 の作成 を進 めた 上で、 指定 福祉避 難所 の指

定についても考えていきたいと考えております。

○田村副議長 徳田議員。



○徳 田議 員 冒 頭こ の 質問の 意図 とい うこと でお 話しし まし たけ

ど、 その ような お声 が 、やは り直 接避 難した いと いうよ うな お声

が市 民の 中にも ある わ けでご ざい ます ので、 ぜひ とも取 組を 進め

ていただくよう、強くこれは要望させていただきます。

最 後に 、ＮＰ Ｏ団 体 やボラ ンテ ィア 団体か らの 派遣協 力協 定に

つい て伺 います 。Ｎ Ｐ Ｏ団体 やボ ラン ティア 団体 からの 派遣 協力

協定 につ いて、 本市 と 締結さ れて いる ところ はご ざいま すで しょ

うか、また今後の展望についてもお聞かせください。

○田村副議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 現 在、Ｎ ＰＯ 団体 やボラ ンテ ィア団 体な どと

の派 遣協 力に係 る協 定 の締結 実績 はご ざいま せん けれど も、 災害

時に はボ ランテ ィア や 支援団 体の 方々 の受入 れが 発生す るこ とが

考え られ ますた め、 社 会福祉 協議 会と 連携を して 災害ボ ラン ティ

アセ ンタ ーを設 け、 支 援ニー ズの 集約 やマッ チン グ対応 など につ

いて行うことを想定しております。

○田村副議長 徳田議員。

○徳 田議 員 ぜ ひ本 件 につい ては 取組 をさら に進 めてい ただ きま

すよう、強く要望させていただきます。

２ 点目 に避難 所の 質 問をさ せて いた だきま した 。先般 、私 が防

災士 であ ること から 受 講した 防災 講演 で、避 難訓 練は空 振り を恐

れず に何 度も素 振り を 繰り返 すこ とが 非常に 大事 だとい った 趣旨

のお 話を 伺いま した 。 これか らも 災害 弱者の 避難 も含め た素 振り

を繰 り返 してい くこ と が大切 であ ると の思い を強 くした とこ ろで

ございます。

実 際は 、訓練 以上 の ことは 、い ざ災 害がな った ときに はな かな



かで きる もので もご ざ いませ ん。 そう いった 思い を強く した とこ

ろでございます。

以 上で 私の質 問を 終 わりま す。 御清 聴あり がと うござ いま した。

○田村副議長 暫時休憩いたします。

午後２時５２分 休憩


